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高等学校旧課程 「文系」コースにおける数学 B の設置形態 
高校でのベクトルの学習 

 
市山 雅美* 

 
 The former installation systems of Mathematics B(Sugaku  B) for social science and humanities 

course (Bunkei) students in the curriculum in high schools 
: learning vector in the high schools 

Masami ICHIYAMA 

AAbbssttrraacctt::  
 Mathematics II and Mathematics A are compulsory in almost all high schools, but Mathematics B(Sugaku  B) 
often takes the form of compulsory electives for Bunkei students. There are various combinations of subjects 
about mathematics B, but in particular, it is often combined with “Art II”, Geography A and Classical Japanese A. 
Even Mathematics B takes ether form, it is correlated with the deviation value of high schools and the career 
path after graduation. The form of installation of Mathematics B may be related tracking. 
 The form of mathematics subjects that high schools will take their students also represents the “world” 
defined by Arendt. High school students participate in the “world” by selecting the subjects. It is the idea 
some peoples think that people develops their possibilities by “choice”. And compulsory electives in 
Mathematics B can also be a chance for development for students. 

 
KKeeyywwoorrddss  ::    high school, vector, Mathematics B(Suugaku  B), mathematics education, curriculum, art 

education, selection of subject(kamoku), Hannah Arendt 
 
要要旨旨::  
高校では、数学Ⅱや数学Aの多くが必修なのに対し、数学Bは、必修選択の形をとることが多い。必修選択

には様々な組み合わせがあるが、特に、「芸術Ⅱ」、地理A、古典Aと組み合わされることが多い。数学Bが、

必修、必修選択、「設置なし」のどの形態をとるかについては、高校の偏差値、卒業後の進路などと連関が

ある。 
高校が数学の科目に対しどのような設置形態を取るのかということは、高校生に数学に関して、アレント

のいうような「世界」を提示することでもある。高校生は科目選択という形で、その「世界」に参入する。

人は選択によって発達するという考え方もあり、数学Bの必修選択もまた、発達のきっかけともなりうる。 
 
キキーーワワーードド：：高校、ベクトル、数学B、数学教育、教育課程、芸術教育、科目選択、ハンナ・アレント 

 
 

１１．．ははじじめめにに  
 

現在、データサイエンスはすべての人々に必要な

技能となりつつある。その中で、多変数を扱うのに

有効な手段にベクトルがある。つまり、ベクトルは

文系であっても、データサイエンスを考える基礎と 
して必要な考え方といえるだろう。すでに 2019 年、

教育再生実行会議では、「技術の進展に応じた教育の

革新、新時代に対応した高等学校改革について」で

「データサイエンスや AI を理解する上で必要とな

る確率・統計、線形代数等の基盤となる「行列」等

の概念や考え方を高等学校段階で確実に学ぶことが

できるよう、効果的な指導方法等について検討を進

める」ことが提起されている1。ベクトルと行列が密

 
1 教育再生実行会議：2019：5 ページ。 
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A Proof of Theorem 4.2

Proof. 文献 [11, Chapter. 9.7] および [53] に倣って
示す．いま Uℓ

L(R;Y) および Uℓ
L(R) を，それぞれ式

(44) および (47) の第二項目とする．すなわち，以下
のように定義する：

Uℓ
L(R;Y) := inf

pY |X :

L(X→Y )≤R

EY

[
inf
a

EX [ℓ(X, a) | Y ]
]
,

(58)

Uℓ
L(R) := inf

pA|X :

L(X→A)≤R

EX,A [ℓ(X,A)] . (59)

（逆定理）：
Uℓ
L(R;Y) ≥ Uℓ

L(R) を示せば十分である．
p∗
Y |X およびベイズ決定関数 δBayes を以下で定める：

p∗Y |X := arginf
pY |X :

L(X→Y )≤R

Uℓ
L(R;Y), (60)

δBayes(y) := argmin
a

∑
x∈X

ℓ(x, a)p∗X|Y (x | y), (61)

ここで，p∗
X|Y (x | y) :=

pX (x)p∗Y |X (y|x)
pY (y)

. いま， X −
Y −A(:= δBayes(Y ))は任意の pA|X についてMarkov

連鎖をなすので，DPI の仮定 (23)から，

L(X → A) ≤ L(X → Y ) ≤ R (62)

ここで，p∗
A|X を以下で定めると，

p∗A|X(a | x) :=
∑
y∈Y

p∗Y |X(y | x)1l{a=δBayes(y)}. (63)

不等式 (62)より，以下を得る：

Uℓ
L(R) ≤

∑
x,a

pX(x)p∗A|X(a | x)ℓ(x, a) (64)

=
∑
x,y

pX(x)p∗Y |X(y | x)ℓ(x, δBayes(y)) = Uℓ
L(R;Y).

(65)

（順定理）：Y := t(A) とおく．Uℓ
L(R; t(A)) ≤ Uℓ

L(R)

を示せば十分である．p∗
A|X , p∗A および p∗

X|A を以下

で定める：

p∗A|X := arginf
pA|X :

L(X→A)≤R

EX,A [ℓ(X,A)] , (66)

p∗A(a) :=
∑
x

pX(x)p∗A|X(a | x), (67)

p∗X|A(x | a) :=
pX(x)p∗

A|X(a | x)

p∗A(a)
. (68)

また，Ãを p∗A に従う確率変数とすると，X−Ã−Y :=

t(Ã) は Markov 連鎖をなすので，DPI の仮定 (23)か
ら L(X → Y ) ≤ L(X → Ã) ≤ R が成り立つ．よっ
て，p∗

Y |X(y | x) :=
∑

a p∗
A|X(a | x)1l{y=t(a)} とする

と，以下が成り立つ：

Uℓ
L(R; t(A)) := inf

pY |X :

L(X→Y )≤R

EY

[
inf
a

EX [ℓ(X, a) | Y ]
]

(69)

≤ EY

[
inf
a

E
p∗X|Y
X [ℓ(X, a) | Y ]

]
, (70)

ここで，E
p∗Y |X
X [·]は p∗

X|Y (x|y) = pX(x)p∗
Y |X(y|x)/p∗Y (y)

により期待値を取ることを意味する．さらに，
infa E

p∗X|Y
X [ℓ(X, a) | Y = t(a′)]を上から評価すること

を考えると，以下を得る：

inf
a

E
p∗X|Y
X

[
ℓ(X, a)

∣∣ Y = t(a′)
]

(∗)
= inf

a
E
p∗X|A
X

[
ℓ(X, a)

∣∣ Ã = a′
]

(71)

≤ E
p∗X|A
X

[
ℓ(X, a′)

∣∣ Ã = a′
]
, (72)

ここで，(∗) は t(Ã) が十分統計量であることによる．
したがって，

EY

[
inf
a

E
p∗X|Y
X [ℓ(X, a)] | Y

]
= EÃ

[
inf
a

E
p∗X|A
X [ℓ(X, a)] | Ã

]

(73)

≤ E
p∗X|A
X,Ã

[
ℓ(X, Ã)

]
= inf

pA|X :

L(X→A)≤R

EX,A [ℓ(X,A)]

(74)

= Uℓ
L(R). (75)

ゆえに，式 (70)とあわせると，Uℓ
L(R; t(A)) ≤ Uℓ

L(R).
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接な関係にあることは言うまでもないであろう2。 
しかし、全ての高校生がベクトルについて学んで

いるわけではない。数学 B は『学習指導要領』3では

「確率分布と統計的な推測」、「数列」、「ベクトル」、

の中から「適宜選択させる」と規定されている4。実

際は、全国的には数列とベクトルを選択する高校は

86.6%である5。 
数学 B は必修とされておらず、各高校では、必修

選択の科目として設置されていることも多い6。この

初発の関心を手掛かりとして、最終的には教育課程

とそこでの科目選択の意義について考えたい。 
場合によっては、数学 B は必修選択として設置さ

れ、その履修（少なくとも制度上）は、学習者（高

校生）の選択に任され、学習されないことも多い。

これは、数学 B を履修しようとすれば、他のなにが

しかの科目の履修を諦めねばならず、逆に、ある科

目を履修しようとすれば、数学 B を諦めなければな

らないということになる。 
 さらに、科目自体設定されていなければ、数学 B
を学ぶことは不可能である。『学習指導要領』では「各

学校においては、……〈中略〉……適切な教育課程

を編成するものとし」とあるように7、これは各高校

の裁量で、生徒側からすると、数学 B の履修形態は

高校入学時に決まってしまう。 
これは生徒個々人の問題にとどまらない。小玉重

夫は、「学校の公共的な側面としてアレントが挙げる

のは「未来の市民性（公民性）のために必要な最小

限のことを規定する」という側面と、「国民全体にと

って必要で望ましいと思われる教科や職業の教授を

促進し、支援する」ことであると述べている8。何を

教えるべきか、何を学ばせるべきかという問題を考

えると、教育課程は公共性を伴わざるを得ない。こ

 
が、松尾・玉田 2023 といった研究もある。 
2 高校数学における行列の学習の意義について述べ

た論文に、及川 2020 がある。 
3 平成 21 年告示『高等学校学習指導要領』総則、19
ページ。以下、適宜「平成 21 年告示」と「高等学校」

は省略して表記する。なお、現在は、平成 30 年告示

の『学習指導要領』が用いられている。 
4 「数学 B」「内容の取扱い」61 ページ。 
5 文部科学省 2016：7 ページ。 
6 横須賀高校では、数学Ⅱと数学Ｂの内容を網羅した

科目の「SS 数学β」が必修となっているので、同校

の数学Ｂは「必修」としている。 
7 「総則」15 ページ。 
8 小玉 2013：76 ページ。 

れは知識の正統性、例えば、ベクトルは高校で学ぶ

べき重要な内容かどうか、ということとつながる。 
それを踏まえて、数学 B がどのような設置形態で

あるかを究明するのが本論文の課題である。 
さて、すでに 1926 年の段階で、バートランド・ラ

ッセルは、「私は、少年や少女が十六歳になれば、科

学なり数学なりを専攻するのを許してやりたい。た

だし、選ばなかった分野も完全になおざりにしない

ほうがよい。近代の人文科学を選んだ場合にも、同

じことがあてはまる」と述べている9。 
ラッセルのいう「近代の人文科学を選んだ場合」に

どうするべきか。そのヒントとなるのが、以下の小

玉重夫の論であろう10。 
できることと考えることの区別をふまえれば

「有能な者たち」のための教育は、特定の専門家

による独占へと閉ざされている教育である。……

〈中略〉……これに対して、「無能な者たち」の

ための教育は、誰にでも開かれている教育である。

そこでは、知ることと考えることを結びつけ、そ

れによって知の独占性を開放しようとする。例え

ば、医者にならなくても医療問題を考えること…

…〈後略〉…… 
 「できること」とは、田崎英明（参考文献参照）

に準拠した論で、例えば、「大工のように鉋を使える」

ことや「医者のように病気やその治療法について知

っている」ことで、その「できること」ができる者

を「有能な者」と呼んでいる。そうでない一般の「市

民」のことを「無能な者たち」と呼んでいる11。 
 ここでいう「無能な者たち」に「独占性を開放」

するためのベクトルの教育はどのようなものだろう

か。ここで重要なのは、ベクトルの知識と考え方（「数

学的な見方・考え方」）であろう。もっと言えばベク

トルという概念の存在自体であろう。例えばベクト

ル方程式のような技能的なものは副次的である。 
ただ、ベクトルの教育内容や教育方法について論

じる前に、学習が行われる場である科目の現状、科

目を構成する教育課程について論じたい 

 
9 ラッセル 1990：287 ページ。 
10 小玉 2013：157 ページ。 
11 小玉 2013：156 ページ。 
データサイエンスについては、実際は重層的な構造

になっているだろう。データサイエンスの諸技能を

十二分に活用する専門家、一部分だけ活用する実務

家、その分析された結果を用いる意思決定者、その

意思決定に従うかどうか判断する市民など、重層的

に考えられる。 
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さらに、教育課程は、ハンナ・アレントのいう「世

界」として高校生・高校受験生に提示されることを

論じたい。 
22．．方方法法  

 
２．1．分析の対象 

分析対象は、神奈川県立高校の令和 3 年度入学者

の教育課程とする12。平成 21 年告示の『学習指導要

領』の最後の年度となる。 
今回の分析対象は最新の教育課程ではないが、今

後の研究で、最新の平成 30 年告示『学習指導要領』

に基づいた教育課程との対比を行う予定である。 
対象となる高校は、神奈川県立の高校のうち、「神

奈川県立の高等学校等の設置に関する規則」で、「単

位制の課程」、「定時制の課程（夜間）」を除外して、

「全日制の課程」に限定した。さらに、普通科のみ

とした。また、コース分け（2.3.参照）が複雑すぎて

分析が難しい 2 校については、分析の対象から除外

した。また、数学 B が自由選択の高校 1 校も分析の

煩雑さを避けるために除外した。以上の条件より、

88 校を対象とした。 
神奈川県特有の条件としては、私立中学校の受験

が盛んで、「学力上位者」がそちらに在籍しているこ

とが多い。また、近隣の東京都を含め私立大学が多

く、私立大学への進学が容易であることが挙げられ

る。この点は、他の県との比較研究がいずれ必要に

なると思われる。 
数学 B は、理系はおおむね必修だが（表 3 参照）、

文系の場合必修選択が多いことをこれから論じる。 
 なお、この研究は、科目設置形態の分析であって、

実際の選択状況を示したものではない。必修選択の

うち生徒が何の科目を選択したのか、およびその理

由、あるいは、必修選択の形態をとった高校の方針

についても重要であるが、聞き取りなどの別の方法

が必要で、本論文の課題を超えたものである。 
 

２．２．資料 

教育課程と進路については、各高校が作成してい

る『学校要覧』（令和 5 年度）13を用いた。進路につ

いては、要覧に書かれている令和 5 年 3 月時点の大

学進学者数を用いている。 
「偏差値」については、『2024 年度用神奈川県高

校受験案内』14の 2022 年「全県偏差値」を用いた。

 
12 市立高校、私立高校は範囲外で、高校に進学しな

かった者については、除外されている。 
13 神奈川県庁県政情報センター所蔵。 
14 声の教育社 編集部編、声の教育社、2023 年。 

「偏差値」に何か実体的な意味があるかはさておき、

「受験生が進路決定に利用しているであろうもの」、

「社会的に関心を得ているもの」として利用してい

る15。 
２．３．分析方法 

本論文では、2 年次の「文系」の数学 B の設置形

態について分析する。「理系」について言及する場合

は、「文系」と対照させる時のみである。 
「文系」「理系」16については、2 年次にコース分

けを行い『学校要覧』にコース名を明記しているも

ののうち、国語や地理歴史に重点を置いているもの

を「文系」、数学や理科に重点を置いているものを「理

系」としている17。「全体」という場合、2 年次で文

理のコース分けを行う高校を含め、3 年次でコース分

けを行う高校、コース分けのない高校を含んでいる。 
数学 B の設置形態については 2 年次について、「必

修」、「必修選択」、「設置なし」とした。 
「必修選択」は、高校が指定した複数の科目の組

み合わせから、指定された科目数・単位数の科目を

選択するものである。たいていの場合は、1 つの科目

を選択するようになっている（まれに、2 科目、1～2
科目を選択できるものがあるが、本調査では、区別

せず「必修選択」に入れた）。 
 

33．．高高校校数数学学のの科科目目全全体体のの設設置置形形態態 
 

 全国的な数学全体の科目設置状況は、少々古いが、

以下のようになっている18。 
 
 
 

 
15 神奈川県の高校入試では、「内申点」（前掲『2024
年度用神奈川県高校受験案内』参照）も、入学選抜

にあたって重視されるが、「内申点」と「偏差値」の

相関係数は、0.86 と非常に高いものであったため、

「偏差値」に代表させた。 
16 「文系にするか、理系を選ぶかは数学によって決

まるといわれている」との論がある（渡部・青木

2021：25 ページ）。そうであるならば、「文系」「理

系」を「独立変数」として扱うことはできない。 
17 各高校で、コースの名称は様々であり、例えば、

「Ⅰ型」、「Ⅱ型」のような名称としている高校もあ

るが、適宜、設置科目から判断し「文系」、「理系」

に分けた。単純に「文系」「理系」に分けられないよ

うなコース分けは、前述のとおり分析対象から除外

した。 
18 文部科学省 2016：7 ページ。 
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接な関係にあることは言うまでもないであろう2。 
しかし、全ての高校生がベクトルについて学んで

いるわけではない。数学 B は『学習指導要領』3では

「確率分布と統計的な推測」、「数列」、「ベクトル」、

の中から「適宜選択させる」と規定されている4。実

際は、全国的には数列とベクトルを選択する高校は

86.6%である5。 
数学 B は必修とされておらず、各高校では、必修

選択の科目として設置されていることも多い6。この

初発の関心を手掛かりとして、最終的には教育課程

とそこでの科目選択の意義について考えたい。 
場合によっては、数学 B は必修選択として設置さ

れ、その履修（少なくとも制度上）は、学習者（高

校生）の選択に任され、学習されないことも多い。

これは、数学 B を履修しようとすれば、他のなにが

しかの科目の履修を諦めねばならず、逆に、ある科

目を履修しようとすれば、数学 B を諦めなければな

らないということになる。 
 さらに、科目自体設定されていなければ、数学 B
を学ぶことは不可能である。『学習指導要領』では「各

学校においては、……〈中略〉……適切な教育課程

を編成するものとし」とあるように7、これは各高校

の裁量で、生徒側からすると、数学 B の履修形態は

高校入学時に決まってしまう。 
これは生徒個々人の問題にとどまらない。小玉重

夫は、「学校の公共的な側面としてアレントが挙げる

のは「未来の市民性（公民性）のために必要な最小

限のことを規定する」という側面と、「国民全体にと

って必要で望ましいと思われる教科や職業の教授を

促進し、支援する」ことであると述べている8。何を

教えるべきか、何を学ばせるべきかという問題を考

えると、教育課程は公共性を伴わざるを得ない。こ

 
が、松尾・玉田 2023 といった研究もある。 
2 高校数学における行列の学習の意義について述べ

た論文に、及川 2020 がある。 
3 平成 21 年告示『高等学校学習指導要領』総則、19
ページ。以下、適宜「平成 21 年告示」と「高等学校」

は省略して表記する。なお、現在は、平成 30 年告示

の『学習指導要領』が用いられている。 
4 「数学 B」「内容の取扱い」61 ページ。 
5 文部科学省 2016：7 ページ。 
6 横須賀高校では、数学Ⅱと数学Ｂの内容を網羅した

科目の「SS 数学β」が必修となっているので、同校

の数学Ｂは「必修」としている。 
7 「総則」15 ページ。 
8 小玉 2013：76 ページ。 

れは知識の正統性、例えば、ベクトルは高校で学ぶ

べき重要な内容かどうか、ということとつながる。 
それを踏まえて、数学 B がどのような設置形態で

あるかを究明するのが本論文の課題である。 
さて、すでに 1926 年の段階で、バートランド・ラ

ッセルは、「私は、少年や少女が十六歳になれば、科

学なり数学なりを専攻するのを許してやりたい。た

だし、選ばなかった分野も完全になおざりにしない

ほうがよい。近代の人文科学を選んだ場合にも、同

じことがあてはまる」と述べている9。 
ラッセルのいう「近代の人文科学を選んだ場合」に

どうするべきか。そのヒントとなるのが、以下の小

玉重夫の論であろう10。 
できることと考えることの区別をふまえれば

「有能な者たち」のための教育は、特定の専門家

による独占へと閉ざされている教育である。……

〈中略〉……これに対して、「無能な者たち」の

ための教育は、誰にでも開かれている教育である。

そこでは、知ることと考えることを結びつけ、そ

れによって知の独占性を開放しようとする。例え

ば、医者にならなくても医療問題を考えること…

…〈後略〉…… 
 「できること」とは、田崎英明（参考文献参照）

に準拠した論で、例えば、「大工のように鉋を使える」

ことや「医者のように病気やその治療法について知

っている」ことで、その「できること」ができる者

を「有能な者」と呼んでいる。そうでない一般の「市

民」のことを「無能な者たち」と呼んでいる11。 
 ここでいう「無能な者たち」に「独占性を開放」

するためのベクトルの教育はどのようなものだろう

か。ここで重要なのは、ベクトルの知識と考え方（「数

学的な見方・考え方」）であろう。もっと言えばベク

トルという概念の存在自体であろう。例えばベクト

ル方程式のような技能的なものは副次的である。 
ただ、ベクトルの教育内容や教育方法について論

じる前に、学習が行われる場である科目の現状、科

目を構成する教育課程について論じたい 

 
9 ラッセル 1990：287 ページ。 
10 小玉 2013：157 ページ。 
11 小玉 2013：156 ページ。 
データサイエンスについては、実際は重層的な構造

になっているだろう。データサイエンスの諸技能を

十二分に活用する専門家、一部分だけ活用する実務

家、その分析された結果を用いる意思決定者、その

意思決定に従うかどうか判断する市民など、重層的

に考えられる。 
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さらに、教育課程は、ハンナ・アレントのいう「世

界」として高校生・高校受験生に提示されることを

論じたい。 
22．．方方法法  

 
２．1．分析の対象 

分析対象は、神奈川県立高校の令和 3 年度入学者

の教育課程とする12。平成 21 年告示の『学習指導要

領』の最後の年度となる。 
今回の分析対象は最新の教育課程ではないが、今

後の研究で、最新の平成 30 年告示『学習指導要領』

に基づいた教育課程との対比を行う予定である。 
対象となる高校は、神奈川県立の高校のうち、「神

奈川県立の高等学校等の設置に関する規則」で、「単

位制の課程」、「定時制の課程（夜間）」を除外して、

「全日制の課程」に限定した。さらに、普通科のみ

とした。また、コース分け（2.3.参照）が複雑すぎて

分析が難しい 2 校については、分析の対象から除外

した。また、数学 B が自由選択の高校 1 校も分析の

煩雑さを避けるために除外した。以上の条件より、

88 校を対象とした。 
神奈川県特有の条件としては、私立中学校の受験

が盛んで、「学力上位者」がそちらに在籍しているこ

とが多い。また、近隣の東京都を含め私立大学が多

く、私立大学への進学が容易であることが挙げられ

る。この点は、他の県との比較研究がいずれ必要に

なると思われる。 
数学 B は、理系はおおむね必修だが（表 3 参照）、

文系の場合必修選択が多いことをこれから論じる。 
 なお、この研究は、科目設置形態の分析であって、

実際の選択状況を示したものではない。必修選択の

うち生徒が何の科目を選択したのか、およびその理

由、あるいは、必修選択の形態をとった高校の方針

についても重要であるが、聞き取りなどの別の方法

が必要で、本論文の課題を超えたものである。 
 

２．２．資料 

教育課程と進路については、各高校が作成してい

る『学校要覧』（令和 5 年度）13を用いた。進路につ

いては、要覧に書かれている令和 5 年 3 月時点の大

学進学者数を用いている。 
「偏差値」については、『2024 年度用神奈川県高

校受験案内』14の 2022 年「全県偏差値」を用いた。

 
12 市立高校、私立高校は範囲外で、高校に進学しな

かった者については、除外されている。 
13 神奈川県庁県政情報センター所蔵。 
14 声の教育社 編集部編、声の教育社、2023 年。 

「偏差値」に何か実体的な意味があるかはさておき、

「受験生が進路決定に利用しているであろうもの」、

「社会的に関心を得ているもの」として利用してい

る15。 
２．３．分析方法 

本論文では、2 年次の「文系」の数学 B の設置形

態について分析する。「理系」について言及する場合

は、「文系」と対照させる時のみである。 
「文系」「理系」16については、2 年次にコース分

けを行い『学校要覧』にコース名を明記しているも

ののうち、国語や地理歴史に重点を置いているもの

を「文系」、数学や理科に重点を置いているものを「理

系」としている17。「全体」という場合、2 年次で文

理のコース分けを行う高校を含め、3 年次でコース分

けを行う高校、コース分けのない高校を含んでいる。 
数学 B の設置形態については 2 年次について、「必

修」、「必修選択」、「設置なし」とした。 
「必修選択」は、高校が指定した複数の科目の組

み合わせから、指定された科目数・単位数の科目を

選択するものである。たいていの場合は、1 つの科目

を選択するようになっている（まれに、2 科目、1～2
科目を選択できるものがあるが、本調査では、区別

せず「必修選択」に入れた）。 
 

33．．高高校校数数学学のの科科目目全全体体のの設設置置形形態態 
 

 全国的な数学全体の科目設置状況は、少々古いが、

以下のようになっている18。 
 
 
 

 
15 神奈川県の高校入試では、「内申点」（前掲『2024
年度用神奈川県高校受験案内』参照）も、入学選抜

にあたって重視されるが、「内申点」と「偏差値」の

相関係数は、0.86 と非常に高いものであったため、

「偏差値」に代表させた。 
16 「文系にするか、理系を選ぶかは数学によって決

まるといわれている」との論がある（渡部・青木

2021：25 ページ）。そうであるならば、「文系」「理

系」を「独立変数」として扱うことはできない。 
17 各高校で、コースの名称は様々であり、例えば、

「Ⅰ型」、「Ⅱ型」のような名称としている高校もあ

るが、適宜、設置科目から判断し「文系」、「理系」

に分けた。単純に「文系」「理系」に分けられないよ

うなコース分けは、前述のとおり分析対象から除外

した。 
18 文部科学省 2016：7 ページ。 
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ら外した。 
表 5．数学 B の関わる必修選択科目の 

組み合わせの科目数 
科目数 2 3 4 5 6 7 12 
学校数 12 11 5 7 3 4 1 
「科目数」について具体例を示すと、数学 B、芸術

Ⅱ、地理Ａの 3 科目の中から選択する場合「科目数」

は 3 となる。 
 必修選択は 2.3．で論じた通りだが、選択できる科

目数に関わらず一様に「必修選択」とした。 
では、どんな科目が、数学 B と組み合わせになっ

ているのか。 
表 6．数学 B と組み合わせにされている科目数 

（調査対象校の全ての科目を合計した延べ数

（表 7 も同様）） 
国語 地歴 公民 数学 理科 保健体育 

25(12) 14(2) 4(3) 0(0) 10(5) 3(2) 
 
芸術 家庭 外国語 情報 専門* 学校設

定教科 
25（1） 2(1) 21(18) 2(2) 16 4 

専門*：「主として専門学科において開設される

各教科・科目」 
（ ）内は、「学校設定科目」で内数。 

教科によって形態は異なり、外国語では多様な学

校設定科目を設置している高校が多い。 
 「専門」の具体的な内容は詳述しないが、特色が

あるのが、美術から 4 科目が設置されている高校、

福祉・音楽・美術から設置されている高校、商業 2
科目が設置されている高校である。 
 しかし、これらせっかくの科目も、数学 B を選択

すると、選択できなくなる。 
 
表 7．数学Ｂと組み合わされる「各学科に共通する各 

教科・科目」の合計数 

「芸術Ⅱ」* 25  化学 2 
古典Ａ 11  政治経済 1 
地理Ａ 10  物理 1 
国語表現 2  地学基礎 1 
日本史Ｂ 2  C 英語Ⅲ** 1 
英語表現Ⅱ 1  英語会話 1 
*音楽Ⅱ、美術Ⅱなどの総称（以下、「」は省略する）。

2 次では芸術Ⅱからは 1 科目しか選択できないよう

に、すべての高校で規定されていた。 
**コミュニケーション英語Ⅲ 
このように、数学 B が関わる必修選択の科目は、

芸術Ⅱ、古典 A、地理 A の 3 科目に偏っている。数

学 B と組み合わされる科目の組み合わせについて見

ると、以下の通りになる。芸術Ⅱが組み合わせに入

っている事例は 37 例で、「数学 B か芸術Ⅱの 2 科目

のうちどちらか」、という必修選択の組み合わせが、

下記のように 14 例となる。 
数学 B との選択必修科目の組み合わせのパターン

で、複数見られるものは、以下のとおりである。 
数学Ｂ、芸術Ⅱ 14  数学Ｂ、古典Ａ 5 
数学Ｂ、地理Ａ、
芸術Ⅱ 

6  数学Ｂ、地理Ａ 2 
 

他にも様々なパターンがあるが、それぞれ 1 件ずつ

のみである。 
 

断章．芸術Ⅱの設置 

 
 本論文では数学 B について論じているが、必修選

択科目同士で関係が深いので、芸術Ⅱについても若

干論じることとする。芸術Ⅱが上記の必修選択の科

目に含まれていない場合、芸術Ⅱは必修なのか、そ

れとも設置自体されていないのかという点を確認す

る。 
芸術Ⅰは必履修科目であるが、芸術Ⅱは半数程度

の高校で必修選択科目となっている（数学 B が関わ

らない必修選択もある）。 
表８．2 次における、芸術Ⅱの 

設置形態別の数学Ｂの設置状況（校数） 
芸術Ⅱ 

数学Ｂ 
必修 

必修 
選択 

設置
なし 

合計 

必修 5 6 10 21 
必修選択 11 27 4 42 
設置なし 12 9 3 24 
合計 28 42 17 87 
（芸術Ⅱが「自由選択」の 1 校は除外した）。 

芸術Ⅱと数学 B の両方とも必修選択が多い傾向に

ある。また、両方とも必修、両方とも設置なしなど

の形態は多くない。 
必修選択の形態によっては、数学 B と芸術Ⅱの選

択を迫られることになるが、数学 B が必修の高校で

は芸術Ⅱが履修しやすいということでもない。芸術

Ⅱの設置自体（数学 B の設置形態に関わらず）多い

とは言えず、数学 B も芸術Ⅱも必修である例は少な

い。 
また、数学 B のように、3 年次に自由選択で履修

できるといった形態をとっている高校は少なくない。 
 

5．数学Ｂの設置形態と連関するもの 
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表 1．全国の高校の数学の科目の設置状況 
（平成 27 年度入学者） 

 1 年生 2 年生 3 年生 

数学Ⅰ 94.6% 2.4% 4.8% 
数学Ⅱ 23.2% 92.6% 40.8% 
数学Ⅲ 0.0% 21.3% 82.0%  
数学Ａ 83.7% 12.9% 10.4%  
数学Ｂ 0.3% 81.6% 37.4%  
数学活用 0.0% 1.2% 6.0%  

この表の数値は、「必修・必修選択・選択の合計」

であり、本調査より大まかな数値となっている。こ

の基準で、調査対象高校の数学 B の設置状況を表す

と、1 年生 0％、2 年生 72%、3 年生 51%となる。 
数学Ⅰは必履修科目である19。この表から推測され

るように、数学 A は 1 年次で、また、数学Ⅱは 2 年

次で多くの高校で必修とされている。数学Ⅲは、「理

系」の必修や必修選択となっていることが多い。ま

た、数学の学校設定科目は、多くの高校で 3 科目程

度設置されている。このことは、先述の『学校要覧』

の教育課程より明らかになっているが、ここでは詳

述しない。 
数学 B について論じる前に、調査対象校の数学の

諸科目の設置状況について述べる。調査対象校のう

ち 72 校は数学Ⅱ、数学Ａとも必修であるが、それ以

外について触れる。すでに述べた通り文系のみを対

象としている。 
 数学Ⅱについては、必修選択 6 校、設置なし 3 校

で、いずれの高校も数学 B の設置はない。数学 A に

ついては以下の表のとおりである。 
表 2．数学 B と数学 A の設置形態（校数） 
   数学Ａ 
数学Ｂ 

必修 
選択 

選択 なし 

必修 1 0 0 
必修選択 4 0 2 
設置なし 0 1 2 
合計 5 1 4 
1 校のみ、数学Ⅱも数学Ａも設置なしがある。 
なお、各科目の内容については、以下の通りである

（『学習指導要領』「第 4 節 数学」より）。 
数学Ⅱ：いろいろな式、図形と方程式、指数関数・

対数関数、三角関数、微分・積分の考え 
数学 A：場合の数と確率、整数の性質、図形の性質 
 数学 B は「必履修科目」でない点では、数学Ⅱ、

数学 A と同じである。しかし、数学Ⅱと数学 A はほ

 
19「総則」19 ページ。『学習指導要領』では、正式に

は「すべての生徒に履修させる各教科・科目」と書

かれている。以下「必履修科目」と称する。 

とんどの高校で必修だが、数学 B はそうではない。 
 

44．．数数学学 BB のの設設置置おおよよびび必必修修選選択択のの形形態態 
 

４．１．数学 B の設置形態 

表 3．コース分け別の 2 年次の数学 B の設置形態 
（校数） 

  コース分け 

数学Ｂ 

2 年 3

年 
なし 

合計

※ 文系 (理系) 

必修 6 (34)  9 6 21 
必修選択 13 (4*) 17 12 42 
設置なし 21 (2)  1 3 25 
合計 40 27 21 88 

※「合計」は、2年理系を除いた数 
理系では 2 年次には履修せず、3 年次に必修選択 1

校、必修 1 校があったが、「なし」のカテゴリーに入

れている。 
2 年次コース分けの理系コースは、数学 B は「必

修」がほとんどであること、文系コースに、「設置な

し」が多いのが表れた。 
この他、2 年次で数学 B を履修していなくても（「必

修選択」で選択しなかった場合や「設置なし」の場

合）、3 年次で、選択や自由選択の形で20、数学 B を

履修できる高校もある。かなりの高校で、3 年次で数

学 B は自由選択となっている。 
表 4．数学 B の 2 年次の設置形態別の 

3 年次の設置形態（校数） 
3 年次 
 

2 年次 

選択・
選択 
必修 

自由 
選択 

なし 合計 

必修選択 3 17 22 42 
設置なし 6 9 10 25 
合計 9 26 32 67 
（2 年次で必修の場合、必然的に 3 年次は「なし」に

なるので、表には入れなかった）。 
 

４．２．数学 B の必修選択の形態 

ここでは、コース分けの有無にかかわらず、2 年次

で数学 B が必修選択である 38 校について、検討して

いく。理系の必修選択 4 校（「表 3」中の*）は対象か

 
20 「選択」は、ある一定の範囲数の単位数から、1
あるいは複数の科目を選択する形態（例えば、6～10
単位から 2科目を選択するといった形態）とした。「自

由選択」は、1 科目も履修しなくても（単位を取得し

なくても）、全く卒業には関わらない科目である。 
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ら外した。 
表 5．数学 B の関わる必修選択科目の 

組み合わせの科目数 
科目数 2 3 4 5 6 7 12 
学校数 12 11 5 7 3 4 1 
「科目数」について具体例を示すと、数学 B、芸術

Ⅱ、地理Ａの 3 科目の中から選択する場合「科目数」

は 3 となる。 
 必修選択は 2.3．で論じた通りだが、選択できる科

目数に関わらず一様に「必修選択」とした。 
では、どんな科目が、数学 B と組み合わせになっ

ているのか。 
表 6．数学 B と組み合わせにされている科目数 

（調査対象校の全ての科目を合計した延べ数

（表 7 も同様）） 
国語 地歴 公民 数学 理科 保健体育 

25(12) 14(2) 4(3) 0(0) 10(5) 3(2) 
 
芸術 家庭 外国語 情報 専門* 学校設

定教科 
25（1） 2(1) 21(18) 2(2) 16 4 

専門*：「主として専門学科において開設される

各教科・科目」 
（ ）内は、「学校設定科目」で内数。 

教科によって形態は異なり、外国語では多様な学

校設定科目を設置している高校が多い。 
 「専門」の具体的な内容は詳述しないが、特色が

あるのが、美術から 4 科目が設置されている高校、

福祉・音楽・美術から設置されている高校、商業 2
科目が設置されている高校である。 
 しかし、これらせっかくの科目も、数学 B を選択

すると、選択できなくなる。 
 
表 7．数学Ｂと組み合わされる「各学科に共通する各 

教科・科目」の合計数 

「芸術Ⅱ」* 25  化学 2 
古典Ａ 11  政治経済 1 
地理Ａ 10  物理 1 
国語表現 2  地学基礎 1 
日本史Ｂ 2  C 英語Ⅲ** 1 
英語表現Ⅱ 1  英語会話 1 
*音楽Ⅱ、美術Ⅱなどの総称（以下、「」は省略する）。

2 次では芸術Ⅱからは 1 科目しか選択できないよう

に、すべての高校で規定されていた。 
**コミュニケーション英語Ⅲ 
このように、数学 B が関わる必修選択の科目は、

芸術Ⅱ、古典 A、地理 A の 3 科目に偏っている。数

学 B と組み合わされる科目の組み合わせについて見

ると、以下の通りになる。芸術Ⅱが組み合わせに入

っている事例は 37 例で、「数学 B か芸術Ⅱの 2 科目

のうちどちらか」、という必修選択の組み合わせが、

下記のように 14 例となる。 
数学 B との選択必修科目の組み合わせのパターン

で、複数見られるものは、以下のとおりである。 
数学Ｂ、芸術Ⅱ 14  数学Ｂ、古典Ａ 5 
数学Ｂ、地理Ａ、
芸術Ⅱ 

6  数学Ｂ、地理Ａ 2 
 

他にも様々なパターンがあるが、それぞれ 1 件ずつ

のみである。 
 

断章．芸術Ⅱの設置 

 
 本論文では数学 B について論じているが、必修選

択科目同士で関係が深いので、芸術Ⅱについても若

干論じることとする。芸術Ⅱが上記の必修選択の科

目に含まれていない場合、芸術Ⅱは必修なのか、そ

れとも設置自体されていないのかという点を確認す

る。 
芸術Ⅰは必履修科目であるが、芸術Ⅱは半数程度

の高校で必修選択科目となっている（数学 B が関わ

らない必修選択もある）。 
表８．2 次における、芸術Ⅱの 

設置形態別の数学Ｂの設置状況（校数） 
芸術Ⅱ 

数学Ｂ 
必修 

必修 
選択 

設置
なし 

合計 

必修 5 6 10 21 
必修選択 11 27 4 42 
設置なし 12 9 3 24 
合計 28 42 17 87 
（芸術Ⅱが「自由選択」の 1 校は除外した）。 

芸術Ⅱと数学 B の両方とも必修選択が多い傾向に

ある。また、両方とも必修、両方とも設置なしなど

の形態は多くない。 
必修選択の形態によっては、数学 B と芸術Ⅱの選

択を迫られることになるが、数学 B が必修の高校で

は芸術Ⅱが履修しやすいということでもない。芸術

Ⅱの設置自体（数学 B の設置形態に関わらず）多い

とは言えず、数学 B も芸術Ⅱも必修である例は少な

い。 
また、数学 B のように、3 年次に自由選択で履修

できるといった形態をとっている高校は少なくない。 
 

5．数学Ｂの設置形態と連関するもの 
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表 1．全国の高校の数学の科目の設置状況 
（平成 27 年度入学者） 

 1 年生 2 年生 3 年生 

数学Ⅰ 94.6% 2.4% 4.8% 
数学Ⅱ 23.2% 92.6% 40.8% 
数学Ⅲ 0.0% 21.3% 82.0%  
数学Ａ 83.7% 12.9% 10.4%  
数学Ｂ 0.3% 81.6% 37.4%  
数学活用 0.0% 1.2% 6.0%  
この表の数値は、「必修・必修選択・選択の合計」

であり、本調査より大まかな数値となっている。こ

の基準で、調査対象高校の数学 B の設置状況を表す

と、1 年生 0％、2 年生 72%、3 年生 51%となる。 
数学Ⅰは必履修科目である19。この表から推測され

るように、数学 A は 1 年次で、また、数学Ⅱは 2 年

次で多くの高校で必修とされている。数学Ⅲは、「理

系」の必修や必修選択となっていることが多い。ま

た、数学の学校設定科目は、多くの高校で 3 科目程

度設置されている。このことは、先述の『学校要覧』

の教育課程より明らかになっているが、ここでは詳

述しない。 
数学 B について論じる前に、調査対象校の数学の

諸科目の設置状況について述べる。調査対象校のう

ち 72 校は数学Ⅱ、数学Ａとも必修であるが、それ以

外について触れる。すでに述べた通り文系のみを対

象としている。 
 数学Ⅱについては、必修選択 6 校、設置なし 3 校

で、いずれの高校も数学 B の設置はない。数学 A に

ついては以下の表のとおりである。 
表 2．数学 B と数学 A の設置形態（校数） 
   数学Ａ 
数学Ｂ 

必修 
選択 

選択 なし 

必修 1 0 0 
必修選択 4 0 2 
設置なし 0 1 2 
合計 5 1 4 
1 校のみ、数学Ⅱも数学Ａも設置なしがある。 
なお、各科目の内容については、以下の通りである

（『学習指導要領』「第 4 節 数学」より）。 
数学Ⅱ：いろいろな式、図形と方程式、指数関数・

対数関数、三角関数、微分・積分の考え 
数学 A：場合の数と確率、整数の性質、図形の性質 
 数学 B は「必履修科目」でない点では、数学Ⅱ、

数学 A と同じである。しかし、数学Ⅱと数学 A はほ

 
19「総則」19 ページ。『学習指導要領』では、正式に

は「すべての生徒に履修させる各教科・科目」と書

かれている。以下「必履修科目」と称する。 

とんどの高校で必修だが、数学 B はそうではない。 
 

44．．数数学学 BB のの設設置置おおよよびび必必修修選選択択のの形形態態 
 

４．１．数学 B の設置形態 

表 3．コース分け別の 2 年次の数学 B の設置形態 
（校数） 

  コース分け 

数学Ｂ 

2 年 3

年 
なし 

合計

※ 文系 (理系) 

必修 6 (34)  9 6 21 
必修選択 13 (4*) 17 12 42 
設置なし 21 (2)  1 3 25 
合計 40 27 21 88 

※「合計」は、2年理系を除いた数 
理系では 2 年次には履修せず、3 年次に必修選択 1

校、必修 1 校があったが、「なし」のカテゴリーに入

れている。 
2 年次コース分けの理系コースは、数学 B は「必

修」がほとんどであること、文系コースに、「設置な

し」が多いのが表れた。 
この他、2 年次で数学 B を履修していなくても（「必

修選択」で選択しなかった場合や「設置なし」の場

合）、3 年次で、選択や自由選択の形で20、数学 B を

履修できる高校もある。かなりの高校で、3 年次で数

学 B は自由選択となっている。 
表 4．数学 B の 2 年次の設置形態別の 

3 年次の設置形態（校数） 
3 年次 
 

2 年次 

選択・
選択 
必修 

自由 
選択 

なし 合計 

必修選択 3 17 22 42 
設置なし 6 9 10 25 
合計 9 26 32 67 
（2 年次で必修の場合、必然的に 3 年次は「なし」に

なるので、表には入れなかった）。 
 

４．２．数学 B の必修選択の形態 

ここでは、コース分けの有無にかかわらず、2 年次

で数学 B が必修選択である 38 校について、検討して

いく。理系の必修選択 4 校（「表 3」中の*）は対象か

 
20 「選択」は、ある一定の範囲数の単位数から、1
あるいは複数の科目を選択する形態（例えば、6～10
単位から 2科目を選択するといった形態）とした。「自

由選択」は、1 科目も履修しなくても（単位を取得し

なくても）、全く卒業には関わらない科目である。 

高等学校旧課程「文系」コースにおける数学Bの設置形態 高校でのベクトルの学習（市山）

－  55 －



 

－ 7 － 

ているわけではない）。 
表 13．大学進学率別の数学 B の設置状況 

（全体）（校数） 
  大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 15 2 0 17 
必修選択 10 20 11 41 
設置なし 1 7 16 24 
合計 26 29 27 82 
表 14．同（文系） 
   大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 5 1 0 6 
必修選択 4 6 3 13 
設置なし 1 7 12 20 
合計 10 14 15 39 
表 15．同（理系） 

大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 10 13 10 33 
必修選択 0 1 3 4 
設置なし 0 0 2 2 
合計 10 14 15 39 
 「全体」ではかなり強い連関がみられる。「文系」

では、「全体」よりも「必修」が少なく、「設置なし」

が多い。「理系」は大学進学率に関わらず、ほとんど

「必修」となっている。 
ただし、私立大学では推薦入試なども多く、一般

入試で指定されている科目との直接のつながりを考

えることは難しい。 
表 16．数学 B の設置状況別の、大学進学率の状況 

大学進 
学率 

数学Ｂ 

最も高
い高校 

中央値 
の高校 

最も低
い高校 

必修 99% 85% 67% 
必修選択 95% 66% 27% 
設置なし 84% 43% 6% 

 「設置なし」の場合、大学進学率は非常に幅の広

いものとなっている。 
 

５．３．進路（国公立大学進学） 

 国公立大学は一般入試が多く、文系学部でも、多

くの大学で、共通テストで数学Ⅱ・B が必須とされ

ている。国公立大学を受験する生徒は、文系でも数

学 B を履修するであろう。 
国公立大学の進学状況が明らかな 75 校のうち、国

公立大学の進学率が 0%（進学者の実数も 0 人）が

36 校を占め、一方で、毎年数十人の進学者を輩出す

る高校もある。進学率で 3 つのカテゴリーに分ける

ことは難しかった。 
 そこで、『学校要覧』記載の 2020 年から 2022 年

の 3 年間の国公立大学の進学状況を用い、以下のよ

うに分類した。 
A：3 年間とも進学者が一人でもいた（33 校） 
B：3 年間のうち、2 年は進学者がいた（5 校） 
C：3 年間のうち、1 年のみ進学者がいた（7 校） 
D：3 年間のうち、どの年も進学者がいなかった（11

校） 
以上、56 校のデータにとどまったが、資料とした『学

校要覧』には、3 年分のデータが得られない高校も多

かったためである。 
表 17．国公立大学進学状況別の数学 B の設置状況 

（文理全体）（校数） 
  A B C D 合計 
必修 17 1 0 0 18 
必修選択 13 3 5 4 25 
設置なし 3 1 2 7 13 
合計 33 5 7 11 56 
表 18．同（文系） 
  A B C D 合計 
必修 9 1 0 0 10 
必修選択 10 1 2 0 13 
設置なし 1 1 1 4 7 
合計 20 3 3 4 30 

表 19．同（理系） 
  A B C D 合計 
必修 15 2 1 1 19 
必修選択 5 1 2 0 8 
設置なし 0 0 0 3 3 
合計 20 3 3 4 30 

 理系では数学 B を履修するのは一般的だが、文系

は、カテゴリー「A」以外は「必修」はほとんどない。 
 

５．４．卒業に必要な単位数 

 ここでは、各校で卒業に必要な最低の単位数（以

下、卒業必要最少単位数と略す）を用いた（ホーム

ルーム活動は除く）。これは最少単位数なので、同じ

高校でも、自由選択科目や学校外活動の単位で、生

徒によって、卒業までの単位数はこれより多くなる

ことがある。なお、『学習指導要領』では、「卒業ま

でに修得させる単位数は，74 単位以上とする」と規

定されている23。参考までに卒業必要最少単位数の全

国的な状況24 は、以下のとおりである。 

 
23 「総則」23 ページ。 
24 文部科学省 2016：3 ページ。「類型・コース等が
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 ここでは数学 B の設置形態と連関する要素を分析

するのが目的で、何が数学の設置形態を規定するか

という因果関係を明らかにすることは目的としない

（注 16 も参照）。 

 
５．１．入試時の「偏差値」 

ここでは、「偏差値」が何かその高校の特質を表す

ものではなく、高校受験生その他がその高校を見る

観点の一つとして取り上げている。 
「２．方法」で論じた「全県偏差値」を、ほぼ同

じ校数になるように、「上位」（73～54）、「中位」

（44~53）、「下位」（43～32）のカテゴリーに分けた。 
表９．「偏差値」分類別の数学 B の設置状況 

（文理全体）（校数） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 17 4 0 21 
必修選択 10 19 13 42 
設置なし 3 8 14 25 
合計 30 31 27 88 

文系と理系の比較のため、「文系」、「理系」別（2
年次コース分け）の表も掲載した。確認すると「文

系」「理系」は入学時ではなく、2 年次でコース分け

するものなので、直接は入学時の偏差値とは関係は

ない。 
表 10．同（文系） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 8 3 0 11 
必修選択 8 9 1 18 
設置なし 0 4 7 11 
総計 16 16 8 40 
表 11．同（理系） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 11 9 2 22 
必修選択 5 7 2 14 
設置なし 0 0 4 4 
総計 16 16 8 40 

文系は「上位」、「中位」、「下位」に行くに従って、

「必修」が減り、「下位」では「設置なし」の割合は

相当の数になるが、必修選択の数は「偏差値」によ

ってあまり変わらない。理系は、「偏差値」に関わら

ず「必修」が多い。表は掲載しなかったが、「3 年で

コース分け」、「コース分けなし」では、必修選択が

多いながら、偏差値分類と設置状況が連関している。 

進学する高校の選択の時点で、数学 B が必修か、

選択必修か（履修するかしないのか自分で決められ

るのか）、「設置なし」（履修できない）のか、決まっ

てしまう。おそらく、受験校選択の段階ではそこま

では考えていないであろう。いわゆる「偏差値の低

い高校」に入学すると、おそらく、数学 B の履修が

困難となるだろう。生徒は高校入試の際はそこまで

考えていないだろうが、大学入試の時点では、数学 B
の履修が鍵になる（特に、文系で、国公立を受験す

るか、どの国公立大学にするか）。 
もちろん科目の設置や選択は、大学受験のためだ

けではない。しかし、「高校段階で上位の順位につく

こと……中略……が大学入試においても上位の順位

につくこと……中略……に有利に働いているのは明

らかだろう。すなわち「難関大学に合格するには難

関高校に合格しなければならない」という移動規範

の根拠をここに確認することができる」と論じられ

ている21。 
大勢はそうだが、個々の高校に着目すると、表 12

のように、数学 B の設置形態は偏差値とはあまり関

係ない。「必修」については、他の２カテゴリーと比

較すると、多少「偏差値」は高いが、「なし」と「必

修選択」は「偏差値」の幅は広く、重なりは大きい。 
表 12．数学 B の設置状況別の、「偏差値」の状況 
  偏差値 
数学Ｂ 

最も高
い高校 

中央値 
の高校 

最も低
い高校 

必修 73 64 49 
必修選択 65 47 32 
設置なし 57 42 33 

 
５.２．進路（大学進学） 

 大学進学率は 2022 年度（2023 年 3 月卒）のもの

を用いた22。『学校要覧』の進路の記載には、統一し

た様式がなく、中には合格者（一人複数の合格があ

りえる）の表記しかないものが 6 校あり、除外せざ

るをえなかった（そのため、表 13～16 の総計は少な

くなっている）。 
ほぼ同じ校数になるように、大学進学率について

「多」（79%～99%）、「中」（50%～78%）、「少」（6%
～49%）のカテゴリーに分けて分析を行った。 
 本論文では文系の数学 B について分析しているが、

大学進学率は、文系・理系の合計となっている（『学

校要覧』のデータ自体、文理で区別して数値を出し

 
21 中西 2000：41~42 ページ。 
22 そのため、いわゆる「現役合格」のみで、進学準

備（いわゆる「浪人」）を経て大学に進学したものは、

「大学進学」の中に入っていない。 
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ているわけではない）。 
表 13．大学進学率別の数学 B の設置状況 

（全体）（校数） 
  大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 15 2 0 17 
必修選択 10 20 11 41 
設置なし 1 7 16 24 
合計 26 29 27 82 
表 14．同（文系） 
   大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 5 1 0 6 
必修選択 4 6 3 13 
設置なし 1 7 12 20 
合計 10 14 15 39 
表 15．同（理系） 

大学進学 

数学Ｂ 
多 中 少 合計 

必修 10 13 10 33 
必修選択 0 1 3 4 
設置なし 0 0 2 2 
合計 10 14 15 39 
 「全体」ではかなり強い連関がみられる。「文系」

では、「全体」よりも「必修」が少なく、「設置なし」

が多い。「理系」は大学進学率に関わらず、ほとんど

「必修」となっている。 
ただし、私立大学では推薦入試なども多く、一般

入試で指定されている科目との直接のつながりを考

えることは難しい。 
表 16．数学 B の設置状況別の、大学進学率の状況 

大学進 
学率 

数学Ｂ 

最も高
い高校 

中央値 
の高校 

最も低
い高校 

必修 99% 85% 67% 
必修選択 95% 66% 27% 
設置なし 84% 43% 6% 

 「設置なし」の場合、大学進学率は非常に幅の広

いものとなっている。 
 

５．３．進路（国公立大学進学） 

 国公立大学は一般入試が多く、文系学部でも、多

くの大学で、共通テストで数学Ⅱ・B が必須とされ

ている。国公立大学を受験する生徒は、文系でも数

学 B を履修するであろう。 
国公立大学の進学状況が明らかな 75 校のうち、国

公立大学の進学率が 0%（進学者の実数も 0 人）が

36 校を占め、一方で、毎年数十人の進学者を輩出す

る高校もある。進学率で 3 つのカテゴリーに分ける

ことは難しかった。 
 そこで、『学校要覧』記載の 2020 年から 2022 年

の 3 年間の国公立大学の進学状況を用い、以下のよ

うに分類した。 
A：3 年間とも進学者が一人でもいた（33 校） 
B：3 年間のうち、2 年は進学者がいた（5 校） 
C：3 年間のうち、1 年のみ進学者がいた（7 校） 
D：3 年間のうち、どの年も進学者がいなかった（11

校） 
以上、56 校のデータにとどまったが、資料とした『学

校要覧』には、3 年分のデータが得られない高校も多

かったためである。 
表 17．国公立大学進学状況別の数学 B の設置状況 

（文理全体）（校数） 
  A B C D 合計 
必修 17 1 0 0 18 
必修選択 13 3 5 4 25 
設置なし 3 1 2 7 13 
合計 33 5 7 11 56 
表 18．同（文系） 
  A B C D 合計 
必修 9 1 0 0 10 
必修選択 10 1 2 0 13 
設置なし 1 1 1 4 7 
合計 20 3 3 4 30 
表 19．同（理系） 
  A B C D 合計 
必修 15 2 1 1 19 
必修選択 5 1 2 0 8 
設置なし 0 0 0 3 3 
合計 20 3 3 4 30 
 理系では数学 B を履修するのは一般的だが、文系

は、カテゴリー「A」以外は「必修」はほとんどない。 
 

５．４．卒業に必要な単位数 

 ここでは、各校で卒業に必要な最低の単位数（以

下、卒業必要最少単位数と略す）を用いた（ホーム

ルーム活動は除く）。これは最少単位数なので、同じ

高校でも、自由選択科目や学校外活動の単位で、生

徒によって、卒業までの単位数はこれより多くなる

ことがある。なお、『学習指導要領』では、「卒業ま

でに修得させる単位数は，74 単位以上とする」と規

定されている23。参考までに卒業必要最少単位数の全

国的な状況24 は、以下のとおりである。 

 
23 「総則」23 ページ。 
24 文部科学省 2016：3 ページ。「類型・コース等が
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 ここでは数学 B の設置形態と連関する要素を分析

するのが目的で、何が数学の設置形態を規定するか

という因果関係を明らかにすることは目的としない

（注 16 も参照）。 

 
５．１．入試時の「偏差値」 

ここでは、「偏差値」が何かその高校の特質を表す

ものではなく、高校受験生その他がその高校を見る

観点の一つとして取り上げている。 
「２．方法」で論じた「全県偏差値」を、ほぼ同

じ校数になるように、「上位」（73～54）、「中位」

（44~53）、「下位」（43～32）のカテゴリーに分けた。 
表９．「偏差値」分類別の数学 B の設置状況 

（文理全体）（校数） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 17 4 0 21 
必修選択 10 19 13 42 
設置なし 3 8 14 25 
合計 30 31 27 88 
文系と理系の比較のため、「文系」、「理系」別（2

年次コース分け）の表も掲載した。確認すると「文

系」「理系」は入学時ではなく、2 年次でコース分け

するものなので、直接は入学時の偏差値とは関係は

ない。 
表 10．同（文系） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 8 3 0 11 
必修選択 8 9 1 18 
設置なし 0 4 7 11 
総計 16 16 8 40 
表 11．同（理系） 
    偏差値 

数学Ｂ 
上位 中位 下位 合計 

必修 11 9 2 22 
必修選択 5 7 2 14 
設置なし 0 0 4 4 
総計 16 16 8 40 
文系は「上位」、「中位」、「下位」に行くに従って、

「必修」が減り、「下位」では「設置なし」の割合は

相当の数になるが、必修選択の数は「偏差値」によ

ってあまり変わらない。理系は、「偏差値」に関わら

ず「必修」が多い。表は掲載しなかったが、「3 年で

コース分け」、「コース分けなし」では、必修選択が

多いながら、偏差値分類と設置状況が連関している。 

進学する高校の選択の時点で、数学 B が必修か、

選択必修か（履修するかしないのか自分で決められ

るのか）、「設置なし」（履修できない）のか、決まっ

てしまう。おそらく、受験校選択の段階ではそこま

では考えていないであろう。いわゆる「偏差値の低

い高校」に入学すると、おそらく、数学 B の履修が

困難となるだろう。生徒は高校入試の際はそこまで

考えていないだろうが、大学入試の時点では、数学 B
の履修が鍵になる（特に、文系で、国公立を受験す

るか、どの国公立大学にするか）。 
もちろん科目の設置や選択は、大学受験のためだ

けではない。しかし、「高校段階で上位の順位につく

こと……中略……が大学入試においても上位の順位

につくこと……中略……に有利に働いているのは明

らかだろう。すなわち「難関大学に合格するには難

関高校に合格しなければならない」という移動規範

の根拠をここに確認することができる」と論じられ

ている21。 
大勢はそうだが、個々の高校に着目すると、表 12

のように、数学 B の設置形態は偏差値とはあまり関

係ない。「必修」については、他の２カテゴリーと比

較すると、多少「偏差値」は高いが、「なし」と「必

修選択」は「偏差値」の幅は広く、重なりは大きい。 
表 12．数学 B の設置状況別の、「偏差値」の状況 
  偏差値 
数学Ｂ 

最も高
い高校 

中央値 
の高校 

最も低
い高校 

必修 73 64 49 
必修選択 65 47 32 
設置なし 57 42 33 

 
５.２．進路（大学進学） 

 大学進学率は 2022 年度（2023 年 3 月卒）のもの

を用いた22。『学校要覧』の進路の記載には、統一し

た様式がなく、中には合格者（一人複数の合格があ

りえる）の表記しかないものが 6 校あり、除外せざ

るをえなかった（そのため、表 13～16 の総計は少な

くなっている）。 
ほぼ同じ校数になるように、大学進学率について

「多」（79%～99%）、「中」（50%～78%）、「少」（6%
～49%）のカテゴリーに分けて分析を行った。 
 本論文では文系の数学 B について分析しているが、

大学進学率は、文系・理系の合計となっている（『学

校要覧』のデータ自体、文理で区別して数値を出し

 
21 中西 2000：41~42 ページ。 
22 そのため、いわゆる「現役合格」のみで、進学準

備（いわゆる「浪人」）を経て大学に進学したものは、

「大学進学」の中に入っていない。 

高等学校旧課程「文系」コースにおける数学Bの設置形態 高校でのベクトルの学習（市山）
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ただ、その大前提として、どの科目とどの科目が

共に履修できるかという点が重要になってくる。上

記の例だが、数学 B と芸術Ⅱ、数学 B と地理 A を共

に学ぶことができない事例が少なくないのはすでに

指摘した。 
 

６．３．「選択」の意義 

様々な問題があるにしても、生徒は様々な選択を

しながら学校生活を営んでいる。大田堯は「人間は

選びながら発達する」と述べている29。 
自分で選んできた様々な教科や科目で学ぶ様々な

知識・思考力が結び合って（あるいは、部活動・学

校外の生活も含めて）、一人の生徒の個性が形成され

るのだろう。 

大田堯は、「人間に与えられている可能性の幅を選

びながら発達する力」言い換えると、「「ものを「分

別する」、人間の大脳によって選り分けていく力」30が

人間にはあると述べている。大田はまた、「人は実に

不安定で危機的な存在そのものだというべきです」、

「とどまっても危険、後ろに退いても危険、前進も

また冒険にみちています。ですが、この不安定さこ

そ常に人に選択を迫るものであり、その選択がどん

なに危険であっても、選び続け、分別しつづけ、か

つそれ故に問いと課題とをもちつづけていることが、

人が人であるあかしなのです」、「重要なことは」「選

ぶこと、つまり分別・判断し、自らを創り出すとい

うこの大脳を中心とする人間発達の要件」だとも述

べている31。 

なお、『学習指導要領』でも、ホームルーム活動の

内容の一つとして、「教科・科目の適切な選択」を挙

げている32。 

 

６．４．「世界の提示」と「選択」 

 さて、大田のいう「人間に与えられている可能性

の幅」について、「世界」という語に着目して次のよ

うに考えることもできるだろう。 

 今井康雄は、アレントに依拠して、「「これがわれ

われの世界だ」と、自らの責任と権威において子供

に告げることが大人には求められる」と論じている。

しかし「子供と世界の接面」を「実際にどう構築し

ていくかという点で、アレントの教育論は困難を抱

えてもいた。その欠を補うために、われわれは「メ

 
29 大田 1983：163 ページ。 
30 大田 1984：116 ページ。 
31 大田 1990：96 ページ。 
32 「特別活動」「ホームルーム活動」「内容」353 ペ

ージ。 

ディア」を核とするベンヤミンの教育論を参照した」

と述べている33。ベンヤミンに依拠して今井はさらに

「子供と世界とは直接に接するのではなく、両者の

間には、おもちゃ、子供向けの本、そのなかの挿絵、

といった形で様々な文化的構築物が挿入されている。

そうした構築物には当然大人の側の教育的意図が浸

み込んでいるだろう。それを手渡す大人たちは、間

接的にではあれ、あの汎愛派の子供向け絵本に典型

的に見られたように「これがわれわれの世界だ」と

子供に告げている」と論じている34。今回の論文で取

り上げた各校の教育課程も、「子供」（高校生・高校

受験生）に手渡す「文化的構築物」であろう。 

各高校は、教育課程を通じ、「ベクトルのある世界」

（ベクトルが重要な世界）、「ベクトルのない世界」

（ベクトルが重要でない世界）を提示することとな

る35。 

 

６.５.選択による「世界」への参入 

 高校生は「選ぶ」という仕方で高校、あるいは数

学という「世界」に参入しているといえるだろう36。 

 先ほど、数学Ｂの不安定さについて述べたが、大

田のいう「不安定で危機的な存在」としての人間と

オーバーラップする。確かに、「偏差値」が高く数学

Ｂが必修の高校であれば、科目選択について何も考

えずに済む。「偏差値」や大学進学からは逃れられな

いであろうことは、既に述べたところで、大田も「学

校の門をくぐると、テストが待っていて、人間の子

を束にして大ざっぱに分別する傾向があります。そ

ういうことになると、できる子・できない子・いい

子・悪い子と、おのずと選択の視野が狭められて、

活発な選択能力がにぶらされる」と述べている37。 

それでも、「世界」において選択を迫られたとき（例

えば、数学Ｂか芸術Ⅱについて）、数学や芸術につい

て、また、それを選ぶ自分自身について考える可能

 
33 今井 2022：173 ページ。 
34 今井 2022：164 ページ。 
35 言い方を変えると、それはヒドゥン・カリキュラ

ムにも通じるであろう。 
36 「選ぶ」行為は、アレントの言う「活動」にもつ

ながり得るだろう。 
『学習指導要領』およびその解説は、文部科学省の

ウェブサイトに掲載されている。それをもとに、科

目を「選ぶ」こともできるだろう。これもまた、「文

化的構築物」で、かつては高校生・受験生にはアク

セスしづらかったこれらの情報が、高校生・高校受

験生にも開かれたものとなってきた。 
37 大田 1984：127 ページ。 
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表 20．「卒業に必要な修得単位数の設定状況」 
単位数 74 75〜84 85〜94 95 以上 
全国 24.6% 27.5%  32.6%  15.4%  
本調査では、ほぼ同じ校数になるように、「少」

（74~80 単位）「中」（81~84 単位）、「多」（85~98 単

位）、のカテゴリーに分けた25。 
表 21．卒業必要最少単位別の数学 B の設置形態 

単位数 
数学 B 多 中 少 合計 
必修 13 5 2 20 
必修選択 10 17 15 42 
設置なし 3 9 13 25 
合計 26 31 30 87 

卒業必要最少単位数の少ない高校は、数学 B は「設

置なし」が多いが、卒業必要最少単位数に関わらず、

「必修選択」の割合は全体の半数程度で、あまり変

化がない。 
表 22．数学 B の設置形態別の卒業必要最少単位数 
  単位数 
数学 B 

最大の 
高校 

中央値 
の高校 

最小の 
高校 

必修 98 86 76 
必修選択 91 81 75 
設置なし 90 80 74 

数学 B の設置形態と卒業必要最少単位数には大き

な連関は見られない。卒業必要最少単位数が少ない

中、数学 B が履修できるようにしている高校もある

が、3 年次に多数の自由選択科目を置き（その中に数

学Ｂが設置されていたりする）、履修できる最大単位

数は大きい傾向がある。 
例えば、数学 B は必修だが元石川高校は、卒業必

要最少単位数は 76 単位である。しかし、卒業までに

最大で 102 単位まで取得できる。3 年次には、必修

選択科目 23 科目のうち 8 単位選択で、自由選択科目

も 23 科目あり26、8 単位まで履修できる。 
卒業必要最少単位数が少ない高校の中には大学進

学よりも卒業自体を目標とする生徒が多いところも

 
設定され、類型やコース等によって単位数が異なる

場合は、最も多くの生徒が該当する単位数を計上し

ている」とのことで、本調査との比較は難しいため、

本調査の数値との比較は掲載しなかった。 
25 湘南高校は「二週間単位の授業回数（１授業時間

70 分）」（神奈川県立湘南高等学校：2023）といった

特殊な単位数の数え方をするが、「多」のカテゴリー

に入れた。 
26 必修選択科目、自由選択科目とも、2 単位科目と 4
単位科目がある。 

あるだろう。 
また、ある意味、卒業必要最少単位数の多寡は、

数学 B を含む授業一般を選択するか、部活動などの

学校内の生活や学校外の生活を選択できるのかを表

しているといえる27。 
 

6．結論と考察 
 

６．１．これまでの概括 

ベクトルを学習する数学Ｂは数学Ⅱや数学Ａと比

べ、必修とする高校が少なく、「不安定」な立場に置

かれている。必修選択科目の組み合わせは、多様な

中にも、頻度の高い組み合わせが、数学Ｂと芸術Ⅱ

のよう存在している。 

入学時の偏差値や大学進学率と数学Ｂの設置形態

は連関している。偏差値や大学進学率との連関があ

まりない高校が一部ありつつも、「偏差値」や大学進

学率の高さと、数学Ｂの、設置なし、必修選択、必

修と、その設置形態が連関してくる。これは当たり

前のような結果しか出なかったとは言える。これを

敷衍すれば、入学時→在学中の科目選択→大学進学

で、現在もなお、一貫してトラッキングが生じてい

ると言わざるをえないのかもしれない。 

文系にも数学Ｂは開かれているが、その程度は、

その高校の「偏差値」や「大学進学率」と無関係で

はないといえる。 

６．２．科目間の連関 

『学習指導要領』では、数学の「各科目を履修さ

せるに当たっては，当該科目や他の科目の内容及び

理科，情報科，家庭科等の内容を踏まえ，相互の関

連を図るとともに，学習内容の系統性に留意するこ

と」とされている28。 
ベクトルの知識や思考力は、美術では CG（ラスタ

方式の画像）で、また、地理では、ほぼ球形である

地球上の位置を把握するための手段として有効であ

る（例えば正距方位図法で、東京から南東に 1000 ㎞

の地点といったように）。 
このように、直接ベクトルを利用するわけではな

いが、知識等はお互いに結び合っており、カリキュ

ラムマネジメントが求められる中、それぞれの教科

科目の知識や考え方を結びつけて何ができるのかを

考えることが、求められている。 
 

27 経済的な理由でのアルバイトや、ヤングケアラー

など、自由な選択とは言えないものも含まれるであ

あろう。 
28 「数学科」「各科目にわたる指導計画の作成と内容

の取扱い」62 ページ。 
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ただ、その大前提として、どの科目とどの科目が

共に履修できるかという点が重要になってくる。上

記の例だが、数学 B と芸術Ⅱ、数学 B と地理 A を共

に学ぶことができない事例が少なくないのはすでに

指摘した。 
 

６．３．「選択」の意義 

様々な問題があるにしても、生徒は様々な選択を

しながら学校生活を営んでいる。大田堯は「人間は

選びながら発達する」と述べている29。 
自分で選んできた様々な教科や科目で学ぶ様々な

知識・思考力が結び合って（あるいは、部活動・学

校外の生活も含めて）、一人の生徒の個性が形成され

るのだろう。 

大田堯は、「人間に与えられている可能性の幅を選

びながら発達する力」言い換えると、「「ものを「分

別する」、人間の大脳によって選り分けていく力」30が

人間にはあると述べている。大田はまた、「人は実に

不安定で危機的な存在そのものだというべきです」、

「とどまっても危険、後ろに退いても危険、前進も

また冒険にみちています。ですが、この不安定さこ

そ常に人に選択を迫るものであり、その選択がどん

なに危険であっても、選び続け、分別しつづけ、か

つそれ故に問いと課題とをもちつづけていることが、

人が人であるあかしなのです」、「重要なことは」「選

ぶこと、つまり分別・判断し、自らを創り出すとい

うこの大脳を中心とする人間発達の要件」だとも述

べている31。 

なお、『学習指導要領』でも、ホームルーム活動の

内容の一つとして、「教科・科目の適切な選択」を挙

げている32。 

 

６．４．「世界の提示」と「選択」 

 さて、大田のいう「人間に与えられている可能性

の幅」について、「世界」という語に着目して次のよ

うに考えることもできるだろう。 

 今井康雄は、アレントに依拠して、「「これがわれ

われの世界だ」と、自らの責任と権威において子供

に告げることが大人には求められる」と論じている。

しかし「子供と世界の接面」を「実際にどう構築し

ていくかという点で、アレントの教育論は困難を抱

えてもいた。その欠を補うために、われわれは「メ

 
29 大田 1983：163 ページ。 
30 大田 1984：116 ページ。 
31 大田 1990：96 ページ。 
32 「特別活動」「ホームルーム活動」「内容」353 ペ

ージ。 

ディア」を核とするベンヤミンの教育論を参照した」

と述べている33。ベンヤミンに依拠して今井はさらに

「子供と世界とは直接に接するのではなく、両者の

間には、おもちゃ、子供向けの本、そのなかの挿絵、

といった形で様々な文化的構築物が挿入されている。

そうした構築物には当然大人の側の教育的意図が浸

み込んでいるだろう。それを手渡す大人たちは、間

接的にではあれ、あの汎愛派の子供向け絵本に典型

的に見られたように「これがわれわれの世界だ」と

子供に告げている」と論じている34。今回の論文で取

り上げた各校の教育課程も、「子供」（高校生・高校

受験生）に手渡す「文化的構築物」であろう。 

各高校は、教育課程を通じ、「ベクトルのある世界」

（ベクトルが重要な世界）、「ベクトルのない世界」

（ベクトルが重要でない世界）を提示することとな

る35。 

 

６.５.選択による「世界」への参入 

 高校生は「選ぶ」という仕方で高校、あるいは数

学という「世界」に参入しているといえるだろう36。 

 先ほど、数学Ｂの不安定さについて述べたが、大

田のいう「不安定で危機的な存在」としての人間と

オーバーラップする。確かに、「偏差値」が高く数学

Ｂが必修の高校であれば、科目選択について何も考

えずに済む。「偏差値」や大学進学からは逃れられな

いであろうことは、既に述べたところで、大田も「学

校の門をくぐると、テストが待っていて、人間の子

を束にして大ざっぱに分別する傾向があります。そ

ういうことになると、できる子・できない子・いい

子・悪い子と、おのずと選択の視野が狭められて、

活発な選択能力がにぶらされる」と述べている37。 

それでも、「世界」において選択を迫られたとき（例

えば、数学Ｂか芸術Ⅱについて）、数学や芸術につい

て、また、それを選ぶ自分自身について考える可能

 
33 今井 2022：173 ページ。 
34 今井 2022：164 ページ。 
35 言い方を変えると、それはヒドゥン・カリキュラ

ムにも通じるであろう。 
36 「選ぶ」行為は、アレントの言う「活動」にもつ

ながり得るだろう。 
『学習指導要領』およびその解説は、文部科学省の

ウェブサイトに掲載されている。それをもとに、科

目を「選ぶ」こともできるだろう。これもまた、「文

化的構築物」で、かつては高校生・受験生にはアク

セスしづらかったこれらの情報が、高校生・高校受

験生にも開かれたものとなってきた。 
37 大田 1984：127 ページ。 
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表 20．「卒業に必要な修得単位数の設定状況」 
単位数 74 75〜84 85〜94 95 以上 
全国 24.6% 27.5%  32.6%  15.4%  
本調査では、ほぼ同じ校数になるように、「少」

（74~80 単位）「中」（81~84 単位）、「多」（85~98 単

位）、のカテゴリーに分けた25。 
表 21．卒業必要最少単位別の数学 B の設置形態 

単位数 
数学 B 多 中 少 合計 
必修 13 5 2 20 
必修選択 10 17 15 42 
設置なし 3 9 13 25 
合計 26 31 30 87 
卒業必要最少単位数の少ない高校は、数学 B は「設

置なし」が多いが、卒業必要最少単位数に関わらず、

「必修選択」の割合は全体の半数程度で、あまり変

化がない。 
表 22．数学 B の設置形態別の卒業必要最少単位数 
  単位数 
数学 B 

最大の 
高校 

中央値 
の高校 

最小の 
高校 

必修 98 86 76 
必修選択 91 81 75 
設置なし 90 80 74 

数学 B の設置形態と卒業必要最少単位数には大き

な連関は見られない。卒業必要最少単位数が少ない

中、数学 B が履修できるようにしている高校もある

が、3 年次に多数の自由選択科目を置き（その中に数

学Ｂが設置されていたりする）、履修できる最大単位

数は大きい傾向がある。 
例えば、数学 B は必修だが元石川高校は、卒業必

要最少単位数は 76 単位である。しかし、卒業までに

最大で 102 単位まで取得できる。3 年次には、必修

選択科目 23 科目のうち 8 単位選択で、自由選択科目

も 23 科目あり26、8 単位まで履修できる。 
卒業必要最少単位数が少ない高校の中には大学進

学よりも卒業自体を目標とする生徒が多いところも

 
設定され、類型やコース等によって単位数が異なる

場合は、最も多くの生徒が該当する単位数を計上し

ている」とのことで、本調査との比較は難しいため、

本調査の数値との比較は掲載しなかった。 
25 湘南高校は「二週間単位の授業回数（１授業時間

70 分）」（神奈川県立湘南高等学校：2023）といった

特殊な単位数の数え方をするが、「多」のカテゴリー

に入れた。 
26 必修選択科目、自由選択科目とも、2 単位科目と 4
単位科目がある。 

あるだろう。 
また、ある意味、卒業必要最少単位数の多寡は、

数学 B を含む授業一般を選択するか、部活動などの

学校内の生活や学校外の生活を選択できるのかを表

しているといえる27。 
 

6．結論と考察 
 

６．１．これまでの概括 

ベクトルを学習する数学Ｂは数学Ⅱや数学Ａと比

べ、必修とする高校が少なく、「不安定」な立場に置

かれている。必修選択科目の組み合わせは、多様な

中にも、頻度の高い組み合わせが、数学Ｂと芸術Ⅱ

のよう存在している。 

入学時の偏差値や大学進学率と数学Ｂの設置形態

は連関している。偏差値や大学進学率との連関があ

まりない高校が一部ありつつも、「偏差値」や大学進

学率の高さと、数学Ｂの、設置なし、必修選択、必

修と、その設置形態が連関してくる。これは当たり

前のような結果しか出なかったとは言える。これを

敷衍すれば、入学時→在学中の科目選択→大学進学

で、現在もなお、一貫してトラッキングが生じてい

ると言わざるをえないのかもしれない。 

文系にも数学Ｂは開かれているが、その程度は、

その高校の「偏差値」や「大学進学率」と無関係で

はないといえる。 

６．２．科目間の連関 

『学習指導要領』では、数学の「各科目を履修さ

せるに当たっては，当該科目や他の科目の内容及び

理科，情報科，家庭科等の内容を踏まえ，相互の関

連を図るとともに，学習内容の系統性に留意するこ

と」とされている28。 
ベクトルの知識や思考力は、美術では CG（ラスタ

方式の画像）で、また、地理では、ほぼ球形である

地球上の位置を把握するための手段として有効であ

る（例えば正距方位図法で、東京から南東に 1000 ㎞

の地点といったように）。 
このように、直接ベクトルを利用するわけではな

いが、知識等はお互いに結び合っており、カリキュ

ラムマネジメントが求められる中、それぞれの教科

科目の知識や考え方を結びつけて何ができるのかを

考えることが、求められている。 
 

27 経済的な理由でのアルバイトや、ヤングケアラー

など、自由な選択とは言えないものも含まれるであ

あろう。 
28 「数学科」「各科目にわたる指導計画の作成と内容

の取扱い」62 ページ。 
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性は否定できない。先ほども述べた通り、大田は「人

間は選びながら発達する」と述べている38。このよう

な科目の選択が、発達の一つのきっかけとなること

を期待したい。 

 

７．残された課題―ベクトルの学習形態 
 
「選択と発達」の課題とは別に、ベクトルの学習

をどうするかが、この論文の課題である。ベクトル

が本当に全ての高校生に必要ならば、ベクトルを必

履修科目の中に組み入れるべきであろう。しかし、

外形を整えても、生徒がベクトルに出会えるように

なるとはいえない。一方で、数学 B といった科目の

枠から解放して、より多くの生徒が、ベクトルに触

れる機会を設ける方法もありえるだろう。ただ、そ

の具体的方法までは今回の論究は及ばなかった。 
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